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一病
息
災（
い
ち
び
ょ
う
そ
く
さ
い
）

　
「
無
病
息
災
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と

思
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は一病
息
災
の
意
味
に

つい
て
私
の
具
体
的
な
体
験
例
を
あ
げ
て
紹

介
し
ま
す
。

無
病
息
災
と
一
病
息
災

　

無
病
息
災
と
は
、元
来
は
仏
教
用
語
と

も
い
わ
れ
、「
無
病
」は
病
気
に
か
か
っ
て
い

な
い
こ
と
、「
息
」は
や
め
る
、防
ぐ
と
い
う

意
味
で
、「
息
災
」は
仏
の
力
に
よ
っ
て
災

害・病
気
な
ど
災
い
を
除
く
と
い
う
意
味
で

す
。つ
ま
り「
病
気
せ
ず
、健
康
で
あ
る
こ

と
。元
気
な
こ
と
。転
じ
て
、健
康
で
元
気

な
こ
と
」を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一方
、一病
息
災
と
は
、「
何
か
ひ
と
つ
持
病

を
持
っ
て
い
る
ほ
う
が
体
に
気
を
つ
け
る
の

で
、か
え
っ
て
大
病
を
患
う
こ
と
も
な
く
、

無
事
に一生
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と

い
う
意
味
で
す
。

　

言
い
換
え
る
と「
ひ
と
つの
病
気
で
定
期
的

に
病
院
に
通
って
い
る
う
ち
に
別
の
病
気
が

見
つ
か
り
、早
期
治
療
で
助
か
っ
た
」と
い
う

こ
と
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　

ま
た
、病
気
に
な
る
の
は
多
か
れ
少
な
か

れ
、そ
れ
ま
で
の
生
活
に
問
題
が
あ
る
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。単
に
薬
を
飲
む
だ
け
で

は
な
く
、そ
れ
ま
で
の
あ
り
方
を
見
直
す

き
っか
け
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

あ
な
ど
れ
な
い一
病
に
つ
い
て

　
一
病
息
災
で
日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
配

り
定
期
的
に
病
院
に
通
院
し
て
い
る
と
、全

く
健
康
で
普
段
は
病
院
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
人
と
比
べ
る
と
別
の
病
気
が
発
見
さ

れ
る
確
率
は
高
く
な
り
ま
す
。実
際
、頭

痛
と
思
っ
て
受
診
を
し
た
ら
、血
圧
が
２
０

０
台
も
あ
り「
高
血
圧
」と
診
断
さ
れ
、検

査
を
進
め
る
う
ち
に
糖
尿
病
が
発
見
さ
れ
、

さ
ら
に
初
期
段
階
の
心
臓
病
ま
で
発
見
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
と
え一病
と
いっ

て
も
決
し
て
あ
な
ど
って
は
い
け
ま
せ
ん
。

高
齢
化
と
生
活
習
慣
病

　

ま
た
、高
齢
化
に
伴
う
生
活
習
慣
病
も

増
え
て
い
ま
す
。現
代
社
会
は
30
歳
以
上
の

３
割
か
ら
４
割
は
高
脂
血
症・高
血
圧
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。労
働
力
人
口
の
減
少
の
中
、高
齢

化
社
会
で
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、元
気
な
老

化
を
維
持
し
て
い
く
に
は
生
活
習
慣
病
を

「一病
」と
し
て
つ
き
あ
って
い
く
必
要
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
、何
科
に
か
かっ
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
場
合
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

「
総
合
診
療
科
」や
、健
康
診
断
や
企
業
健

診
を
担
当
す
る「
健
診
セ
ン
タ
ー
」を
設
置

し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
健
や
か
な
人
生
の

た
め
に
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
、「
一
病
息

災
」の
た
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全国学力・学習状況調査［大村市の状況］

平成20年度全国学力・学習状況調査結果の
大村市の状況についてお知らせします

　4月に全国で実施された全国学力・学習状況調査の結果が文部科学省から公表されました。市教育委員会では、より
望ましい学習環境を整備するには地域の協力が必要と考え、学力や生活状況、意識について、調査から明らかになった
ことをお知らせします。
　子どもたちの健やかな成長のため、ご理解とご協力をお願いします。

1 調査日時

平成20年4月22日（火）
小学校  6年 15校 1,070人/1,086人（98％）
中学校  3年 6校 993人/1,048人（95％）

2 参加状況

3 学力調査

5 調査結果の活用について

4 学習状況調査

　

平
均
正
答
率

校　種
教 科

国 語
全 国
本 市
全 国
本 市

65.4
63.6
72.2
71.3

50.5
46.0
51.6
49.1

73.6
73.4
63.1
62.3

60.8
59.7
49.2
48.9

算 数
数 学

対 象
小学6年生
知 識 活 用

中学3年生
知 識 活 用

　

調
査
結
果（
抜
粋
）

　　　　国語においては、知識・活用ともに全国平均値を
下回っています。特に、目的や意図に応じて、段落の内容を
とらえたり、一定時間内にまとまりのある文章を読むなど「読
む」領域に課題があります。
　算数においては、知識・活用ともに全国平均値をわずか
ですが下回っています。課題として、「基礎的・基本的な技
能・知識の習熟」と「発展的に考えること」があげられます。

　　　　国語においては、知識・活用ともに全国平均値を
わずかですが下回っています。中でも、複数の資料から情報
を正しく読みとること、さらに収集・整理した情報を自らの中
で再構成し、効果的に表現することなどに課題があります。
　数学においても、知識・活用ともに全国平均値をわずか
ですが下回っています。各領域ともに基礎的・基本的な知
識・技能の確実な定着とそれを活用する能力に課題があり
ます。　

　

本
市
の
概
況

　学習状況および生活状況を全国と比較してみると、昨年同
様、小・中学生ともに全体的におおむね望ましい傾向にあるこ
とがうかがえます。
　生活面では、現在、各校が進めている「早寝・早起き・朝ご
飯」が定着しつつあり、規則正しい生活がされています。
　学習面では、家庭での学習が習慣化しているのは、中学３
年生で約７割、小学６年生で約５割という結果でした。ただ、自
分で計画を立てて行う学習や、授業の予習・復習をするといっ
た「自ら学習する意欲」という面では、まだまだ課題があります。
読書の習慣化と合わせ、さらに充実を図っていきたいと考えます。
　最近問題になっている携帯電話の所持については、全国と
比較してかなり低く、テレビゲームやインターネットの使用時間
も短めという結果でした。しかしながら、携帯電話やインターネッ

トの誤った使い方が引き起こす問題は全国的に増加傾向に
あり、その所持や使用方法などについては、学校・家庭・地域
が見守っていく必要があります。
　心の面に目を向けてみると、９割を超える児童生徒が、「人
の気持ちが分かる人間になりたい」、「いじめはどんな理由が
あってもいけない」と答えており、規範意識が育っていることが
分かります。
　ところが一方では、「大村の歴史や自然に関心がある」、「地
域の行事に参加している」と答えた児童生徒の比率がかなり
低く、全国平均も下回っています。市は、めざす子ども像として、
『郷土を担い、故郷を誇りに思う子ども』の育成を掲げており、
今後特に改善が望まれる部分です。

　

本
市
の
概
況

調査項目

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

95.4

95.8

41.4

44.8

75.0

86.5

56.1

53.6

36.8

38.2

68.4

77.9

91.9

93.4

69.5

75.2

65.1

75.5

65.4

67.8

27.9

28.9

38.1

52.0

1

2

3

4

5

6

毎日朝食を食べている

朝7時までに起床する

授業以外に1時間以上
学習をしている（月～金）

学校以外で30分以上
読書をしている（月～金）

携帯電話を持っていない

夜10時までに就寝する（小）
夜12時までに就寝する（中）

小6 中3 調査項目

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

23.9

21.4

7.1

4.4

91.9

94.2

94.7

96.7

48.2

46.7

59.9

50.3

21.3

16.6

15.9

15.9

92.5

94.2

89.5

92.1

23.5

21.7

37.0

22.2

7

8

9

10

11

12

人の気持ちが分かる
人間になりたいと思う

いじめはどんな理由があって
もいけないことだと思う

テレビゲームを2時間以上
使用する（月～金）

今住んでいる地域の歴史
や自然に興味がある

今住んでいる地域の行事
に参加している

インターネットを2時間以上
使用する（月～金）

小6 中3

　今回の調査の目的は、教育の機会均等と教育水準の維持向上にあります。得点率の比較にばかり目を
とられ、過度な安心感や無用な不安感を募らせてはなりません。学校・家庭・地域の三者が、まずは大村
の子どものよさを知り、連携・協力を図り、安心して安定した子育てができるまちづくりをすることが、「確
かな学力」や「豊かな心」につながります。
　これを踏まえ、市は「魅力ある学校づくり」を第一の目的に掲げ、学校・家庭・地域が一体となって、そ
れぞれの立場から子どもたちの学習環境を整備することに、今回の調査結果を活用していきたいと考え
ています。

■問い合わせ　学校教育課（内線364）
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回 
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手
話
通
訳
、要
約
筆
記
も
行
い
ま
す
。

小学校 中学校

 校種 学年 学校数 参加人数/在籍数（参加率）
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　数学においても、知識・活用ともに全国平均値をわずか
ですが下回っています。各領域ともに基礎的・基本的な知
識・技能の確実な定着とそれを活用する能力に課題があり
ます。　

　

本
市
の
概
況

　学習状況および生活状況を全国と比較してみると、昨年同
様、小・中学生ともに全体的におおむね望ましい傾向にあるこ
とがうかがえます。
　生活面では、現在、各校が進めている「早寝・早起き・朝ご
飯」が定着しつつあり、規則正しい生活がされています。
　学習面では、家庭での学習が習慣化しているのは、中学３
年生で約７割、小学６年生で約５割という結果でした。ただ、自
分で計画を立てて行う学習や、授業の予習・復習をするといっ
た「自ら学習する意欲」という面では、まだまだ課題があります。
読書の習慣化と合わせ、さらに充実を図っていきたいと考えます。
　最近問題になっている携帯電話の所持については、全国と
比較してかなり低く、テレビゲームやインターネットの使用時間
も短めという結果でした。しかしながら、携帯電話やインターネッ

トの誤った使い方が引き起こす問題は全国的に増加傾向に
あり、その所持や使用方法などについては、学校・家庭・地域
が見守っていく必要があります。
　心の面に目を向けてみると、９割を超える児童生徒が、「人
の気持ちが分かる人間になりたい」、「いじめはどんな理由が
あってもいけない」と答えており、規範意識が育っていることが
分かります。
　ところが一方では、「大村の歴史や自然に関心がある」、「地
域の行事に参加している」と答えた児童生徒の比率がかなり
低く、全国平均も下回っています。市は、めざす子ども像として、
『郷土を担い、故郷を誇りに思う子ども』の育成を掲げており、
今後特に改善が望まれる部分です。

　

本
市
の
概
況

調査項目

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

95.4

95.8

41.4

44.8

75.0

86.5

56.1

53.6

36.8

38.2

68.4

77.9

91.9

93.4

69.5

75.2

65.1

75.5

65.4

67.8

27.9

28.9

38.1

52.0

1

2

3

4

5

6

毎日朝食を食べている

朝7時までに起床する

授業以外に1時間以上
学習をしている（月～金）

学校以外で30分以上
読書をしている（月～金）

携帯電話を持っていない

夜10時までに就寝する（小）
夜12時までに就寝する（中）

小6 中3 調査項目

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

全国

本市

23.9

21.4

7.1

4.4

91.9

94.2

94.7

96.7

48.2

46.7

59.9

50.3

21.3

16.6

15.9

15.9

92.5

94.2

89.5

92.1

23.5

21.7

37.0

22.2

7

8

9

10

11

12

人の気持ちが分かる
人間になりたいと思う

いじめはどんな理由があって
もいけないことだと思う

テレビゲームを2時間以上
使用する（月～金）

今住んでいる地域の歴史
や自然に興味がある

今住んでいる地域の行事
に参加している

インターネットを2時間以上
使用する（月～金）

小6 中3

　今回の調査の目的は、教育の機会均等と教育水準の維持向上にあります。得点率の比較にばかり目を
とられ、過度な安心感や無用な不安感を募らせてはなりません。学校・家庭・地域の三者が、まずは大村
の子どものよさを知り、連携・協力を図り、安心して安定した子育てができるまちづくりをすることが、「確
かな学力」や「豊かな心」につながります。
　これを踏まえ、市は「魅力ある学校づくり」を第一の目的に掲げ、学校・家庭・地域が一体となって、そ
れぞれの立場から子どもたちの学習環境を整備することに、今回の調査結果を活用していきたいと考え
ています。

■問い合わせ　学校教育課（内線364）
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小学校 中学校

 校種 学年 学校数 参加人数/在籍数（参加率）
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